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There are many historic buildings preserving in the Chinese concessions, which are very important to the history 
of modern architecture. However, with the process of urbanization, not only have many modern historic 
buildings disappeared, but also many of the existing buildings have not been properly preserved, and the 
deficiency of historic preservation systems in China may be one of the reasons that the concession areas are now 
facing a sharp contradiction between urban renewal and historic preservation. On the other hand, there are also 
many western-style buildings in the foreign settlements in Japan, and historic preservation systems have been 
enacted to protect these buildings, which are very similar to the situation in the Chinese concessions. This paper 
takes Shanghai and Wuhan, which are the cities developed from concessions, as the research objects, 
summarizes the history of Chinese current historic preservation systems and respective local preservation 
systems of Shanghai and Wuhan, investigates the situation and problems of concession preservation in two cities, 
and by comparing systems and situation of preservation between Chinese concessions and Japanese settlements, 
this paper probes into the problems existing in Chinese historic preservation systems and puts forward 















































































































































































































































































































































































増築は 6 件（上海市 2件、武漢市 4 件）、改築は
























































































 - 6 - 
察する。 
5-1. 中国の歴史保護制度の評価 
現地調査の結果から、歴史文化名城の制度に
おいて、以下の 3点の課題が明らかとなった。 
1. 増築や改築といった禁止行為が制度上の
規定に留まり、そもそもの基準自体が存
在しない背景がある。制度を厳格化する
或いは実態に応じた増築や改築の基準を
策定するなどの対策が求められる。 
2. 国の法律と地方の条例は歴史的建造物の
保護を重視するが、歴史的建造物の使用
者に対する指導や手続きの整備が十分で
はない。使用の実態調査を踏まえ、歴史
的建造物と調和する修景手法の具体的な
提示などきめ細やかな指導や手続きの整
備が求められる。 
3. 現地調査から両市では未だ多くの歴史的
建造物において保護標識が未設置である。
保護標識はその歴史的建造物の位置付け
を広く示す重要な要素である。それら設
置を徹底することにより、歴史的建造物
に対する意識向上を図ることが求められ
る。 
以上の課題から、歴史文化名城の制度は、国
が強く主導する性格を持つため、歴史的建造物
が効果的に保護される面はある。しかし、現地
調査からは必ずしもそれらが徹底されていると
は言えない。これらは使用者による、経済的効
果や生活環境への要求など使用の実態上やむを
得ない側面もある。それら実態を踏まえ、政府
の方針と使用者の要求が相互にどのようにきめ
細かく調和させることができるかを制度に取り
込むことが今後の課題と考えられる。 
また、制度を運用する政府自身の歴史的建造
物の保護や管理、実施の強化、制度を更新して
いく方法についても今後の課題だと言える。 
5-2. 日本の歴史保存制度の評価 
日本の外国人居住地とした伝建地区における
保護と活用方法について、次の 3点に要約でき
る。 
1. 伝建地区における歴史保護制度は、市民
の利益と生活環境を非常に重視してい
る。その原因で、歴史保護制度は地元住
民の支持を得て政策を効率的に実施す
ることができる。 
2. 伝建地区における保存計画において、詳
細な基準を制定されており、修景手法も
整備されている。当該基準が保存計画に
は伝統的建造物だけではなく、歴史的建
造物以外の建造物や構造物にも適用し、
伝建地区全体における歴史的景観の維
持や復元が行われている。 
3. 伝建地区における既存の建造物は、その
規模、意匠、用途により、多種類の利活
用が実施されている。 
このように、伝建地区に対し、歴史的価値を
有効活用し、経済面や観光面から市街地の活力
を促進し、市民の生活環境を保全することがで
きている。 
5-3. 中国の歴諸語制度に関する課題と考察 
中国と日本における歴史保護制度の比較分析
から、以下の課題が指摘できる。 
歴史地区及び歴史的建造物における指定方法
が形骸化している可能性がある。中国に現行す
る歴史保護制度の殆どは国や地方政府が主導す
る指定制度のみとなっている。指定制度は歴史
地区及び歴史的建造物を厳格的に保護できる一
方、その柔軟性に欠け、保護に対し市民や個人
の参与も十分でない。日本における登録有形文
化財制度を事例とした柔軟な保護制度導入の可
能性について検討される必要がある。 
歴史保護制度の内容に丁寧な指導基準を設定
する必要があると考えられる。日本の伝統的建
造物群保存地区の保存計画では歴史的建造物だ
けでなく、建造物の附属施設、ほかの工作物、
公共施設、土地の形質、木竹態様なども、非常
に詳細に規定されている。そのため、日本の伝
統的建造物群保存地区における建築工事には詳
細な基準により、有効に歴史的景観を維持復元
することができている。中国の歴史保護制度に
おける具体的な実施方法は、政府により制定さ
れた各種類の都市計画である。その内容として
は、歴史地区に建造物の新築、改築、増築等工
事に関する規定が多いが、歴史的景観に関わる
広告物、後付設備、及び公共施設の設置等に関
する規定が少なく、詳細な基準もない。歴史的
建造物と調和する修景手法の具体的な提示など
きめ細やかな指導や手続きの整備が求められる。 
歴史的建造物だけでなく、周辺の歴史的建造
物以外の建造物に対しても基準を整備する必要
がある。中国に現行する歴史保護制度は主に歴
史的価値がある建造物と構造物に注目し、その
周辺に新築された建造物や環境に影響ある物件
への関心が不足していると言える。国により制
定された法律や法規にはこれらの建造物や環境
物件に関する規定があるが、その実施段階で履
行が徹底されていない点が指摘でき、改善が求
められる。 
